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Customer Carbon Footprint Tool Release Notes

Customer Carbon Footprint Tool (CCFT) リリースノートには、Customer Carbon Footprint Tool リ
リースに関する詳細が記載されています。これには、サービス、コンソール、計算に関連する新機
能、更新、修正が含まれます。Customer Carbon Footprint Tool サービスの更新をリリースすると、
リリースの内容を説明するリリースノートが発行されます。

その他のリソース

Customer Carbon Footprint Tool の詳細については、次のリソースを参照してください。

• AWS Billing ユーザーガイドの「Customer Carbon Footprint Tool」の章 - 概念、ツールガイダン
ス、セットアップ、推定のリファレンスマテリアル。

• Customer Carbon Footprint Tool - Customer Carbon Footprint Tool のマーケティング概要。

• AWS 持続可能性 - 環境問題に対処し、グローバルオペレーション全体で持続可能なプラクティス
を促進するための AWS イニシアチブ、目標、進捗状況。

リリースノート

トピック

• Customer Carbon Footprint Tool 2026 リリースノート

• Customer Carbon Footprint Tool 2025 リリースノート

• 2023 年の Customer Carbon Footprint Tool リリースノート

• 2022 年の Customer Carbon Footprint Tool リリースノート

Customer Carbon Footprint Tool 2026 リリースノート

このセクションでは、Customer Carbon Footprint Tool に加えられた更新について説明します。この
ページでは、2026 年の新機能または更新された機能、バグ修正、改善、廃止された機能に関するお
知らせを一覧表示します。

その他のリソース 1

https://docs.aws.amazon.com/awsaccountbilling/latest/aboutv2/what-is-ccft.html
https://aws.amazon.com/aws-cost-management/aws-customer-carbon-footprint-tool/
https://sustainability.aboutamazon.com/products-services/aws-cloud
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2026 年 3 月 31 日

CCFT 非推奨通知

CCFT は 2026 年 6 月 30 日に廃止され、追加の機能を提供し、請求コンソールのアクセス許可を必
要としない新しい AWS 持続可能性サービスが優先されます。AWS 持続可能性ユーザーガイド

2026 年 2 月 23 日

データエクスポートでの炭素排出量のオンデマンドバックフィルが利用可能になりました

炭素排出量データエクスポートのオンデマンドバックフィルをサポートするようになりました。これ
は、既存のデータエクスポートがあり、新しい列または新しい方法論がリリースされ、履歴データを
最新の情報で更新する場合に便利です。ユーザーガイドの「リクエスト方法」を参照してください。

2026 年 2 月 19 日

複数の AWS リージョンでの市場ベースの排出量の更新

アジアパシフィック (メルボルン）、北米リージョン (バージニア北部、オハイオ、オレゴン、北カ
リフォルニア、カルガリー、カナダ中部）、インドリージョン (ハイデラバード、ムンバイ）、北
米のエッジロケーションで を使用しているお客様は、2026 年 1 月から市場ベース (MBM) 排出量
が増加します。アジアパシフィック (香港）、アジアパシフィック (シドニー）、アジアパシフィッ
ク (ニュージーランド）、南米 (サンパウロ）、アフリカ (ケープタウン) で を使用しているお客様
は、2026 年 1 月以降、市場ベースの排出量が減少します。

これらの変更は、カーボンフリーエネルギーの使用を拡大し、2040 年までにネットゼロ炭素を達成
する一方で、バンドルされていない再生可能エネルギークレジット (uRECs。

Customer Carbon Footprint Tool 2025 リリースノート

このセクションでは、Customer Carbon Footprint Tool に加えられた更新について説明します。この
ページでは、2025 年の新機能または更新された機能、バグ修正、改善、廃止された機能に関するお
知らせを一覧表示します。

2025 年 12 月 15 日

Customer Carbon Footprint Tool のデータ遅延を 2 か月短縮

Customer Carbon Footprint Tool と AWS Data Exports は、使用量の翌月 15 日から 21 日の間 (12 月
データが 1 月 21 日までに公開されるなど) に炭素排出量の見積もりを発行するようになりました。
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https://docs.aws.amazon.com/sustainability/latest/userguide
https://docs.aws.amazon.com/cur/latest/userguide/troubleshooting-carbon-emissions.html#carbon-emissions-backfill-request
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データ配信の高速化をサポートするために、スコープ 2 とスコープ 3.3 (燃料およびエネルギー関連
のアクティビティ、FERA) の計算により多くの見積りを使用しています。これらのカテゴリは、そ
の月の後半まで受信されないユーティリティ請求書に依存します。2026 年以降、 AWS は翌年の 6 
月までにユーティリティ請求書の実際のデータを使用して前年の排出量を再計算します。また、こ
の機会を利用して、より新しいバージョンの他のデータソースを更新します。例えば、2025 データ
は、最新かつ最大の入力を使用して 2026 年 6 月までに再公開されます。

2025 年 10 月 22 日

スコープ 3 の排出量カテゴリを追加

スコープ 3.2 (IT ハードウェア、建物、機器）、スコープ 3.3 (燃料およびエネルギー関連のアクティ
ビティ、FERA)、スコープ 3.4 (アップストリーム輸送および流通) など、新しい排出量カテゴリが 
Customer Carbon Footprint Tool とデータエクスポートに追加されました。また、スコープ 1 の冷料
と自然ガスも追加しました。これらの新しい排出量カテゴリは、2022 年 1 月にバックフィルされて
います。

Note

2022 年 1 月までの履歴データを表示するには、新しいデータエクスポートを作成する必要
があります。

データエクスポートには、スコープ (1、2、3) 別に排出量を分類する新しい列が含まれるようになり
ました。

方法論をバージョン 3.0.0 に更新

新しい排出量カテゴリ (スコープ 3、スコープ 1 の冷却材、および自然ガスカテゴリを選択) を組み
込んだ新しい方法論をリリースし、以前のプロキシロジックからコスト配分に移行することで、内部
チームの非基盤サービスの炭素配分を改善しました。過去の排出量は、この最新バージョンを使用し
て 2022 年 1 月に再計算されます。この更新の一環として、炭素推定値はデータソースから入手可能
な最新のスナップショットを使用します。これには、2022 年、2023 年、2024 年の保証された炭素
データセットを使用して、毎年のデータを再計算することが含まれます。

更新された方法の詳細については、「 方法論ドキュメント」を参照してください。方法論はサード
パーティーによって保証されています。
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https://sustainability.aboutamazon.com/aws-customer-carbon-footprint-tool-methodology.pdf
https://sustainability.aboutamazon.com/aws-customer-carbon-footprint-tool-methodology-assurance.pdf
https://sustainability.aboutamazon.com/aws-customer-carbon-footprint-tool-methodology-assurance.pdf
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2025 年 8 月 15 日

複数の AWS リージョンでの市場ベースの排出量計算の更新

カナダ西部 (カルガリー）、カナダ (中部）、米国西部 (北カリフォルニア）、アジアパシフィック 
(ジャカルタ）、北米のエッジロケーションで を使用しているお客様は、2025 年 5 月のデータで市
場ベースの排出量が減少します。アジアパシフィック (大阪) とアジアパシフィック (東京) で を使用
しているお客様は、2025 年 5 月のデータで市場ベースの排出量が増加します。

これらの変更は、Amazon が引き続きカーボンフリーエネルギーの使用を拡大し、2040 年までに
ネットゼロ炭素を達成する一方で、バンドルされていない再生可能エネルギークレジット (uRECs。
これらの調整は、2025 年 1 月以降の排出量の計算に影響します。これらの更新は、一貫したレポー
トを確保するために、2026 年Q1 四半期までに履歴データに実装されます。

2025 年 7 月 23 日

エネルギー消費量の計算ページが利用可能になりました

CCFT を使用して AWS クラウドカーボンフットプリントの推定エネルギー消費量を計算する方法を
説明する新しいページを追加しました。詳細については、「エネルギー使用量の計算」を参照してく
ださい。

2025 年 7 月 17 日

フランクフルトおよびパリリージョンの排出量データ修正

欧州 (フランクフルト) と欧州 (パリ) では、2025 年 4 月のデータでロケーションベースの排出量が 1 
回だけ減少します。これらの 2 つのリージョンの一意の構造では、過剰推定を約 29% (フランクフル
ト) および約 6% (パリ) 修正する新しいロジックが必要でした。この過剰見積もりは、2024 年 1 月
から 2025 年 3 月の間に表示される Customer Carbon Footprint Tool および Data Exports データに
影響しました。

2025 年 6 月 24 日

ロケーションベースのメソッド (LBM) の放出計算が開始されます。

Customer Carbon Footprint Tool と AWS データエクスポートには、既存の市場ベースの方法 (MBM) 
計算に加えて、ロケーションベースの方法 (LBM) を使用して計算された排出量が含まれるようにな
りました。LBM は、エネルギー消費が発生する電力グリッドの平均炭素強度に基づいて排出量を計
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https://docs.aws.amazon.com/awsaccountbilling/latest/aboutv2/ccft-energy.html
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算します。世界中の電力グリッドは、電源によって異なります。中には、炭素を大量に消費する燃料
に大きく依存しているものもあれば、水力やその他の再生可能エネルギーなどの低炭素源の割合が高
いものもあります。LBM の詳細については、GHG プロトコルスコープ 2 ガイダンスを参照してくだ
さい。

Note

既存のデータエクスポートがある場合は、更新して新しくリリースされた列を含める必要が
あります。以前にエクスポートされたデータは変更されず、ロケーションベースのメソッド 
(LBM) 計算は含まれません。履歴レコードに LBM データを追加するには、LBM 列を含む新
しいエクスポートを作成します。詳細については、「データエクスポートユーザーガイド」
の「エクスポートの詳細の編集」を参照してください。 AWS

Amazon CloudFront 排出量のデータ粒度が利用可能になりました

CCFT は、CCFT コンソール、CSV ダウンロード、および AWS データエクスポートにあるサービ
ス内訳に Amazon CloudFront 排出量を個別に表示するようになりました。これは、Amazon EC2 と 
Amazon S3 で利用可能な既存の内訳と一致しています。

Note

既存のデータエクスポートがある場合は、過去の月の CloudFront データを表示するには、
データを再作成する必要があります。以前にエクスポートされたデータは変更されません。
すべてのデータをバックフィルするには、新しいエクスポートを作成する必要があります。

詳細度と拡張履歴データ用に更新された排出量のしきい値

CCFT では、履歴カバレッジが拡張され、排出量データがより詳細なレベルで表示されるように
なりました。以前は、 の推定排出量が 36 か月間に 0.05 MTCO2e AWS アカウント を超えない場
合、データは表示されませんでした。これで、任意の期間の排出量が 1 kg (0.001 MTCO2e) に切
り替わる限り、推定排出量は CCFT コンソールと CSV ダウンロードに表示されます。CCFT コン
ソールまたは CSV ダウンロードは、推定排出量が 0.0005 MTCO2e を下回ると、選択した期間0 
emissionsに表示されます。この更新により、CCFT コンソールと CSV ダウンロードには、過去 
36 か月ではなく 38 か月のデータが含まれています。
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https://ghgprotocol.org/sites/default/files/2023-03/Scope%202%20Guidance.pdf
https://docs.aws.amazon.com/cur/latest/userguide/dataexports-edit-export-details.html
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Note

データエクスポートは、引き続きグラム (0.000001 MTCO2e) 解像度で排出量を表示しま
す。

サービス割り当てロジックの改善

一部の AWS サービス (CloudWatch、Amazon Redshift、Sagemaker など) に、使用量や収益に基づ
くデータoverheadではなく、誤って排出量を割り当てた以前の CCFT 割り当てロジックで問題が
見つかりました。新しい方法論 2.0.1 では、2025 年 3 月からこの問題が解決されます。この更新に
より、炭素排出量に何らかの変更が生じる可能性があります。

2025 年 4 月 24 日

CCFT がリージョンの詳細度をサポート

Customer Carbon Footprint Tool にはAsia Pacific (Tokyo)、 AWS リージョンなどの排出量が
表示されますUS East (Ohio)。によるエミッション AWS リージョン では、詳細なカーボンフッ
トプリントが表示され、さまざまな での使用が炭素への影響にどのように AWS リージョン 影響す
るかを確認できます。この情報を使用して、ターゲットを絞った削減戦略を開発することもできま
す。

炭素排出量の見積もりは AWS データエクスポートで利用できます

炭素排出量の見積もりに関する炭素データエクスポートは、請求情報とコスト管理データエクスポー
トから入手できます。顧客が を使用すると AWS Organizations、炭素排出量データのエクスポート
は、管理アカウントにリンクされたすべてのメンバーアカウントの炭素排出量の見積もりを提供しま
す。エクスポートは、指定された Amazon S3 バケットに定期的に配信されます。そこから、ビジネ
スインテリジェンスとレポートシステムでデータを使用できます。この機能は、複数の からの炭素
排出量データの統合と配信を合理化 AWS アカウント し、持続可能性チームやビジネスアナリスト
が複雑な AWS 環境全体の環境への影響を監視するために使用します。

Carbon Data Exports は、すべての商用 AWS リージョンで利用できます。Amazon S3 バケットへ
の毎月の自動エクスポートは、CSV 形式または Parquet 形式で設定できます。データは、アカウン
トレベルとリージョンレベルの両方の詳細を提供します。組織は、セットアップから 24 時間以内
に最大 38 か月の履歴データにアクセスできます。これにより、手動によるデータ収集を必要とせず
に、ベースライン分析とトレンドレポートが可能になります。最初の炭素エクスポートを設定するに
は、AWS 「データエクスポート」を参照してください。
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https://docs.aws.amazon.com/cur/latest/userguide/what-is-data-exports.html
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CCFT 手法をバージョン 2.0 に更新

Customer Carbon Footprint Tool は、2025 年 1 月のデータのリリースで更新された方法論を使用し
ています。この方法は、サードパーティーのコンサルタントである Apex によって保証されていま
す。サードパーティー検証レターの全文については、AWS 「Customer Carbon Footprint Tool メソ
ドロジー保証レター」を参照してください。

この方法論の更新の結果として、報告された推定排出量の数値が変更された可能性があります。
新しい方法では、実際の AWS のサービス 使用量に基づいて炭素排出量をより正確に把握できま
す。2024 年 12 月以前の Customer Carbon Footprint Tool データは、引き続き以前の方法 (バージョ
ン 1.0) を使用します。

Customer Carbon Footprint Tool の値の計算方法については、「Customer Carbon Footprint Tool 
(CCFT) Methodology」を参照してください。

2025 年 1 月 15 日

CCFT が新しい専用コンソールページに移動しました

Customer Carbon Footprint Tool が AWS Billing and Cost Management コンソールの専用ページに移
動しました。ページは、ナビゲーションペインのコストと使用状況の分析にあります。の前の場所 
AWS Cost and Usage Report は廃止されました。

2023 年の Customer Carbon Footprint Tool リリースノート

このセクションでは、Customer Carbon Footprint Tool に加えられた更新について説明します。この
ページには、2023 年の新機能または更新機能、バグ修正、改善、廃止された機能に関するお知らせ
が一覧表示されます。

2023 年 4 月 19 日

CSV ダウンロード機能を有効にして粒度を改善

Customer Carbon Footprint Tool は CSV ダウンロードオプションをサポートしています。これによ
り、詳細なカーボンフットプリントデータを確認し、他のレポートシステムのデータを使用して、詳
細な分析と情報共有を行うことができます。

2022 年の Customer Carbon Footprint Tool リリースノート

このセクションでは、Customer Carbon Footprint Tool に加えられた更新について説明します。この
ページには、2022 年の新機能または更新された機能、バグ修正、改善、廃止された機能に関するお
知らせが一覧表示されます。
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https://sustainability.aboutamazon.com/aws-customer-carbon-footprint-tool-methodology-assurance.pdf
https://sustainability.aboutamazon.com/aws-customer-carbon-footprint-tool-methodology-assurance.pdf
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2022 年 3 月 1 日

AWS Customer Carbon Footprint Tool の本番稼働

Customer Carbon Footprint Tool を使用して、 AWS ワークロードの環境への影響を計算できるよう
になりました。この新しいツールは、直感的なデータ視覚化を複数の目的に使用します。過去の炭素
排出量を提供し、 AWS 使用量の変化に応じて排出量の傾向を評価します。また、このツールは、お
客様がオンプレミスのデータセンター AWS の代わりに を使用して回避した推定炭素排出量を概算
します。最後に、現在の使用状況に基づいて予測排出量を確認します。これらの排出量は、Amazon 
が 2025 年までに 100% の再生可能エネルギーで運用を強化するという目標に向かっているにつれ
て、カーボンフットプリントがどのように変化するかを示しています。これは 2030 年の当初の目標
の 5 年前であり、The Climate Pledge の一環として 2040 年までに炭素ネットゼロを目指します。

AWS Billing and Cost Management コンソールの Customer Carbon Footprint Tool を使用して、持続
可能性ジャーニーをサポートできます。サインインすると、地理的場所別および AWS のサービス 
(Amazon EC2 や Amazon S3 など) ごとに炭素排出量データを表示できます。新しいリソースをクラ
ウドにデプロイするときに、時間の経過とともにカーボンフットプリントの変化を測定することもで
きます。Customer Carbon Footprint Tool は、温室効果ガス報告の国際標準である温室効果ガスプロ
トコルを満たすデータを使用します。
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翻訳は機械翻訳により提供されています。提供された翻訳内容と英語版の間で齟齬、不一致または矛
盾がある場合、英語版が優先します。

ix
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